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わが国における漁業史研究は、かなり古い歴史をもっているので、当然その成果 も多いことはい
うまでもない。 しかし、以下のごとき視点か らみると、漁業史研究の成果は比較的にとぼしく、他
の研究分野に比べて、かなり立ち遅れていることは否定できないようである。特に、日本資本主義
の全機構を構成する一環としての漁業は(清水弘 ・小沼勇 『日本漁業経済発達史序説』3頁)、 明
治末期から本格的に資本主義的な展開を進める。
このような漁業における資本主義の本格的な展開過程は、第1次 産業部門のなかにあって も、他
に例を見ないほど豊富な諸形態を提示 しているという(二野瓶徳夫 『漁業構造の史的展開』はしが
き)。それゆえに、漁業におけるかかる展開の過程を究明することは、 日本資本主義の発達 とその
全機構のなかにおける漁業構造との関係(清 水 ・小沼前掲書、まえがき)、といった大 きな問題 に
接近するための1つ の重要なステップと考える。 したがって、 このような視点か ら行 う漁業史研究
は、かなり興味深い硯究分野の一っとなりうるであろう。
そこで私 は、以上のような視点に立 って漁業史研究を行 うためには、その前史としての江戸時代
における東北地方の漁業、特に海産物流通をめ ぐる諸問題を中心にして、まず最初に究明 しておき
たいと考え、そのような意図のもとに、 これまで学会誌や大学の研究紀要等にその成果を発表 して
きた。
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安永 ・寛政期における三陸沿岸の海産物流通一仙台藩気仙郡綾里村を中心にして一(『歴史』第
30・31輯)、近世東北の漁業構造に関する一考察(『東北福祉大学論叢』第8巻)、化政期における
三陸沿岸の海産物流通一仙台藩気仙郡綾里村千田家を中心にして一(『私学研修』第45号)、近世中
期における三陸漁村の窮乏にっいて一仙台藩気仙郡綾里村砂子浜を例として一(『東北福祉大学論
叢』第9巻)、東北地方における海産物の流通 と商入資本 一三陸沿岸を中心に して一(東 北大学
『日本文化研究所研究報告』別巻第7集)、近世後期の海産物取引市場における特定問屋の成立にっ
いて一千田家 と銚子問屋の取引形態をとおして一(『東北福祉大学論叢』第12巻)、近世における三
陸漁村の商品流通一18世紀の海産物流通を例にして一(豊 田武教授還暦記念会 『日本近世史の地方
的展開』)、近世の三陸漁村にみ られる商人資本の前貸支配にっいて(平重道先生還暦記念会 『東北
の考古 ・歴史論集』)、盛岡藩と豪商前川善兵衛(『岩手史学研究』第60号)、田沼の経済政策 と三陸
地方(『奥羽史談』第66号)、仙台藩後期の経済政策一とくに 『御国産物御仕法替』について一(豊
田武博士古希記念 『日本近世の政治 と社会』)、近世後期における三陸漁村 と商品流通(渡 辺信夫
『宮城の研究』第4巻)、仙台藩後期の経済政策とその史料一とくに天明期の 「御国産物御仕法替」
について一(『岩手大学文科論叢』第1巻)、共著 『岩手県漁業史』(熊谷印刷出版部)な どがそれ
である。
本書は、これまで学会誌や大学の研究紀要等に発表 して きた右の論文を元にして、このたび新た
な構想のもとで、全面的に改訂 ・増補を加えて学術書 としてまとめたものである。次に目次をかか
げよう。
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まず第1章(近 世海産物流通史序説)で は、近世の漁村 と海産物流通をめ ぐる諸問題の うち、特
に三陸地方の漁業生産地帯 にみられる特徴にっいて明らかにした。その要点をあげると、次のごと
くである。
(1}近世初期に他領の商人資本の進出によって促進された三陸地方の海産物を中心とする商品生産
は、やがて17世紀後半から18世紀 にかけて、先進地である上方か らの漁業技術の導入と城下町な
どの水産物消費市場の拡大、それに廻船などの運輸機関の著 しい発達などによって一段 と進展 し
た。このような三陸地方の商品生産の発展に乗 じて、生産地における上層農民の一部は自己を拡
大再生産 して行 くわけであるが、その場合、彼 らは商人資本として活躍する者が多かった。 こう
して三陸地方ρ漁業生産地帯においては、自か ら漁業生産を行うと同時に、流通過程をも独 占的
に掌握するような商人資本が台頭 してくることになった。例えば、三都(江戸 ・大阪 ・京都)に
も名の知 られた盛岡藩大槌通吉里吉里村の前川善兵衛家、仙台藩気仙郡綾里村の千田仁兵衛家や
大船渡村の新沼平蔵家などがそれである。
② 幕藩制の危機的な情勢のもとに展開 した18世紀後半の天明期の幕政 は、全国的な発展の様相を
みせる商品生産によって生み出された成果を、流通の側面で掌握 し、かつ収奪することによって、
幕府財政の再建を計るとともに、他方では、個別領主権力を経済的統制下に組み込むことによっ
て、幕府の実質的な一元支配を実現 しようとした。
このような幕府の経済政策は、特に商品流通の面 において特色がみられ、それは、三都の商人
資本などを通 じて、直接、生産地の支配 ・掌握を強化 しようとした点である。 しか も長崎貿易の
制限緩和に伴う俵物の生産強化は、当然のこととして、その主要な生産地の一っである三陸地方
の漁業生産をより一層刺激 し、俵物 ・諸色をはじめとする海産物生産を飛躍的に発展させる結果
となった。そ してこのような幕府の経済政策を直接反映 して、三陸地方にも江戸をはじめとする
関東地方の商人資本の進出が顕著 となった。
(3)このような都市の商人資本は、生産地市場を完全 に掌握 し、そこでの価格支配と商品の独占的
集荷を決定的なものにするために、前貸支配を強化 した。一方、 このような前貸制下に組み込ま
れた在地商人 もまた生産者漁民層に前貸しを行っていた。 したがって、在地商人の再生産はいっ
でも直接生産者層の犠牲の上に展開されていた。っまり、以上のことを簡単に図式化すると、そ
れは、都市の問屋商人→生産地の商人→直接生産者漁民 といった力関係になり、結局、最終的に
しわ寄せを受けるのは、いつでも生産者漁民層であったということになる。
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(4}三陸地方の漁村の多 くは耕地が狭隆であった上に、きわめて生産力の低い土地柄であったから、
一般の生産者漁民にとっては、直接中央市場からの融資を期待することは不可能に近かった。 し
たがって、零細な生産者であればあるほど、地元で資金を調達する以外に途がなかったわけで、
このことが必然的に頼母子という相互扶助的な金融方法を生み出し、 さらに資金の需要と供給を
急速に一致させる必要か ら頼母子担保金融を展開させた。
(5}漁業における商人資本の特色をみると、都市商入資本の場合は買占資本の段階にとどまり、よ
り進んで生産過程へと進出することは少なかった。これに対 して在地の商人資本の場合は、漁業
経営を行 うとともに、主として買占資本の形態をとって機能 していた。 したがって漁業における
商人資本は、海産物を低廉な価格で、 しかも独占的に買占める必要から、生産者漁民に生産資金
を前貸 し、そのことによって、彼ら生産者を経済的に支配 しようとしたのである。これがいわゆ
る商人資本の前貸支配といわれるものであって、このような前貸制は三陸沿岸の漁業生産地帯に
あっては、特に宝暦 ・天明期以降に顕著にみ られるようになった6
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第2章(三 陸漁村の構造)で は、仙台藩領 と盛岡藩領の漁村について考察 したのち、仙台藩領で
も北端に位置し、盛岡藩領に近接する気仙郡綾里村をとりあげ、漁村の開発とその後の推移、幕末
における漁村の諸階層 と困窮、飯米不足と米穀流通などの考察をとおして、三陸漁村の具体的な存
在形態を明らかに し、あわせて漁村の商人資本と海難、漁場の占有利用関係などにっいても検討 し
た。
特 に、三陸漁村の多くは立地条件からして耕地が狭陰で、 しか も生産力の低い下畑(田)、 下々
畑(田)が その中心であったか ら、村民(漁 民)の 生活手段の多 くは海に求めざるを得なか った。
仙台藩領 の三陸漁村には、寛永18年か ら19年にかけて検地が行われているが、その時の名請人(人
頭=本 百姓)と 比べると、安永期までの間に人頭数が激増 している。寛永期の人頭数の2。5倍となっ
た本吉郡滝沢を最低に、最高では同郡北方の唐桑 ・大島両村のように6.7倍にも達 している村 もあ
る。 このような人頭数の増加は、新田開発の殆んど不可能に近い三陸漁村にあっては、いきおい人
頭1人 当りの平均持高の細分化をひきおこすことになる。安永期の平均持高をみると、最高は気仙
郡浜田村の464文で、最低に至 っては本吉郡北方唐桑村の133文にすぎない。これによって も、当時
の漁村 における高保有の状況がいかに零細であったかがわか る。
さらに持高別階層構成をみると、本吉郡北方の波路上村 と平磯村は、人頭の58パー セントが持高
100文から500文の階層 に集中 している。このような傾向は、同じ仙台藩領でも登米郡狼河原村、磐
井郡徳田村などの畑作山間地帯の農村に特徴的にみられる現象である。 したが って、波路上 ・平磯
両村のごときは、漁村とはいって も半農半漁的な性格を濃厚にもっていた村といってよい。これに
対 して牡鹿郡寄磯村、桃生郡船越村、本吉郡唐桑村、気仙郡綾里村などは典型的な漁村であって、
いずれも持高50文未満の階層が多 くなっている。特に寄磯 ・船越両村の場合は人頭の94～96パーセ
ン'トまでが持高50文未満層であった。唐桑 ・綾里両村の場合でも、持高100文未満の階層に人頭の
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63～65パーセントまでが集中している。 このように事実上小農民として再生産の不可能な階層が、
広範に存在 し得たところに、生活手段の多 くを海に求めていた三陸漁村の特異性を見い出すことが
できる。
「公儀御触国制禁」をみると、仙台藩には 「浜々ニハ壱文、弐文之地二候」とも、百姓に取立て
てもよいという意向があり、その上、「人頭二不罷成候得ハ、猟仕候二主立申儀不罷成」 といった
事情もあったので、特に耕地の狭隆な三陸漁村においては、人頭の増加はいきおい持高の細分化 と
いう現象をひきおこさざるを得なかったわけである。いわば、当時の漁場占有利用関係においても、
村の正式構成員 となること自体がまず必要なので、そのためには、1文 でも2文でも良いから土地
を所持 して、本百姓に登録されることが先決であった。三陸沿岸の典型的な漁村に小高持の階層が
多かったのもそのためであった。
さらに綾里村の文久2年 の調査によると、上民10名、中民15人、下民275人、下々民60人で、 こ
のうち下民 ・下々民の325人(全人頭=本百姓の93パー セント)が、雑穀の貯えのまったくない、
いわゆる 「難渋之者」であり、また1日1文 の日掛 けしかできない下民(229人)と、日掛けのまっ
た くできない 「極貧民」(50人)と合わせると、 これまた全体の80パー セントに達 していた。 さら
に綾里村の米の生産高は飯米消費量の約1割 にすぎず、その不足分は他領(南 部米 ・相馬米)、他
郡(桃 生郡)、他村(気仙郡小友村 ・勝木田村)1からの買入米で補 っていた。いかに三陸漁村が耕
地に恵まれず、かっ困窮 していたかがわかる。次いで、在地の廻船持商人にとって、 しけによる積
荷の損害 と廻船の難破 という突発事故が、いかにその経営に大打撃を与えたかを明らかにした。
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第3章(三 陸漁村の窮乏と塩業生産)で は、三陸沿岸の漁村にとって、いかに塩業生産が必要不
可欠のものであったかを概観 し、 しかるのちに、仙台藩気仙郡綾里村砂子浜の場合を具体的な例と
して、素水法製塩(海 水をそのまま煮沸蒸留して濃縮結晶させる原始的な製塩方法)に 必要な塩木
山の伐尽 しに伴 う塩業生産の中止と薪山の払下げという観点から、藩政中期に限定 して、漁村の困
窮逼迫 した状態を明 らかにした。
特に、家計の中心を塩業生産にかけてきた綾里村砂子浜の製塩従事者は、素水法製塩に伴う多量
の燃料源を、塩木山をはじめ農民の私的占有林 としての地付山 ・居久根山などに求めていたが、そ
れすらも伐尽すことによって、っいには漁民生活の再生産に必要不可欠なものであった塩業生産を
も断念せざるを得なかった。こうして藩政中期における三陸漁村から塩業生産をうばってしまうと、
残 るのは小規模な根付漁業のみであったから、漁村がその再生産を維持するためには、どうしても
海浜付近の小規模漁業に依存せねばならなかった。 このことが一っには、三陸漁業を発展させる大
きな契機 ともなったのである。気仙郡綾里地方を中心 とする三陸沿岸の海産物生産が、藩政中期以
降に本格的に発展するのはそのためであった。
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第4章(東 北の漁業とその技術的系譜)で は、近世初期三陸の漁業 と流通にっいて触れたのち、
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漁業の発達 と漁網、東北地方における漁業、東北漁業の技術的系譜などを明 らかにした。そ して特
に、漁業を発展させた要因の一つは網漁業技術の発展にあり、江戸時代中期以降になると、わが国
の沿岸漁業における殆んどすべての網漁業が出揃 った。その中でも、仙台藩の牡鹿地方を中心に発
達 した東北系大網漁業(大 謀型定置網漁業)は 、文化年間あるいは文政年間に、盛岡藩閉伊郡船越
村の田代角左衛門によって改良が加えられ・ この田代型大網漁業が三陸地力かち松前地方にまで伝
播 した。 これらの漁網 は漁業者 による藁縄の手編みが一般であったが、江戸中期以降になると麻糸
の使用も広まり、常陸の鹿島網、これを改良 した仙台藩の水沢網が下北地方にまで進出した。 この
ような網漁業技術の発展に伴って盛んとなった東北地方の漁業は、太平洋側の三陸地方 と日本海側
の秋田地方でも殆んど変化がなく、同じような漁業生産を行 っていた。 しかし漁業技術の系譜 とな
ると、三陸地方は紀州系漁法であり、秋田地方 は北陸系漁法であった。
0
第5章(領 主権力と商人資本)は 、盛岡藩の代表的な漁業生産地帯である閉伊地方を背景にして、
巨大な商人資本に成長 した前川家の場合をとりあげ、藩権力との結合にもとつ く特権御用商人化の
過程を中心にして、同家の盛衰過程を詳 しく考察 したものである。
水戸藩那珂湊の商人資本白土治郎左衛門の支配下にあった二代善兵衛富永 は、元禄期に入ると、
白土から魚類他領出しの特権を譲渡されて廻船問屋として進出し、晩年には盛岡藩への上納金によっ
て特権商人化を進めた。三代善兵衛助友は他領商人への従属性を希薄化 し、藩権力との結合を強化
することによって各種の特権を獲得 し、商人資本として確固たる地位を占めた。四代善兵衛富昌の
代になると、前川家の商業活動の活発化にっれて盛岡藩か らの御用金賦課 も頻繁 となり、特に宝暦
4年には、幕府から日光山本坊の修復手伝を命 じられた盛岡藩に対 して7,000両を上納 している。
このことが同家衰退の契機 となった。五代善兵衛富能の代には経営不振がさらに深刻となり、都市
商人資本への従属性を余儀な くされ、っいに安永9年 には6,283両の債務の支払 いに窮 して家産 を
分散させるに至った。
このような在地の商人資本と領主権力との密接不離な結合関係は、幕藩制的な市場関係の特質を
無視 しては理解できない。すなわち、三陸地方における海産物を中心とした商品生産(商 品流通)
の展開 も、領主権力によって都市 ・商業 ・手工業等が独占されていたという、鎖国経済のもつ固有
の特質によって、結局、中央のより強力な商人資本に結びつかざるを得なかったのである。 このよ
うな必要性から生まれた都市の問屋商人 との結びっきも、結局は三都などの商入資本を通 じて、直
接、生産地の支配 ・掌握を強化 しようとした田沼意次政権の経済政策 との関連のもとで、容易に可
能となっ・たわけである。 しかもその場合に、在地の商人資本はより多 くの都市商入資本と関係を結
び、できるだけ自己の主体性を確保することに努めたのであり、それがためにも領主権力の支配に
服 し、その保護を必要としたのである。ここに、領主権力と前川家のごとき在地商入資本との間に、
密接不離な結合関係が生まれて くる必然性があった。
と同時に、商人資本としての再生産部分にくいこむ過重な御用金が、あいついで賦課 されること
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になり、そのことが一っの原因で前川家の経営はしだいに不振におちいり、やがて獲得 した各種の
特権す らも手放 していった。 したがって、前川家はかかる窮状を打開すべ く中央のより強力な商人
資本から融資をあおぐことになるが、 このことはかえって、直接生産地か ら海産物をより有利な条
件で集荷することをねらった、前貸 し金の攻勢となって現れ、それゆえに巨額の負債を累積 させる
結果 となり、やがて在地の商人資本 としては急速に衰えていったのである。
0
第6章(三 陸地方の商品生産 と流通)で は、仙台藩の代表的な漁業生産地帯である本吉 ・気仙地
方をとりあげ、そこにみられた海産物を中心とする商品生産の発展をあとづけ、あわせて商品流通
の具体的な展開過程を、都市問屋商人の進出と在地商人、在地商人と直接生産者漁民、生産者的小
商人層の形成と頼母子金融 といった視点か ら具体的に考察 し、特 に次の諸点を明らかにした。
(D仙 台藩の本吉 ・気仙地方における海産物を中心とする商品生産は、延宝期以降になって本格的
に展開 し、特に宝暦 ・天明期に入ると、田沼意次政権の経済政策とも関連 して、より一層の進展
をみせることになった。
② 江戸などの都市問屋商人 と在地商人との取引関係をとお して、問屋商人が前貸支配の形態をと
ることによって、商品流通の側面で三陸沿岸地方の商人資本を従属 させ、さらにこれを直接支配
しようとしていた。
(3)一方、このような都市問屋商人の前貸的攻勢を受けた生産地の商人資本は、その負担をさらに
転嫁すべ く、いかに直接生産者漁民層を自己のもとに従属 させ、かつ支配していたか。
(4)以上のような商人資本のたえざる圧迫を受 けながらも、生産地そのものにおいては、直接生産
者漁民層と利害を ともにするような生産者的小商人層が、 しだいに形成 されつっあったこと。 こ
の点を特に、かれ らが営業資金を確保する必要か ら生み出 した頼母子担保金融という、庶民的な
金融形態とのかかわりあいから究明 した。
0
第7章(海 産物流通と商人資本)は 、仙台藩気仙郡綾里村の千田家の場合を主 として取 り上げな
が ら、海産物流通の具体的な在 り方にっいて考察したもので、主 として次の諸点を明らかにした。
(1)明和 ・安永期における千田家は、自らも漁業経営に従事するとともに、前貸支配の形態をとお
して、綾里村を中心とした気仙地方で海産物の集荷にあたっていた。そ して他領商人 との取引形
態は、気仙沼の有力商人を介 した間接的な依託取引が主であったが、中には、江戸の橋本小四郎
といった都市商人資本の前貸金の攻勢を受け、その引当荷物 としての海産物の江戸登せも行 って
いた。このような江戸の問屋商人の前貸制にもとつ く直接取引は、千田家が手船明神丸を用いて、
海産物の関東江戸登せに活躍する寛政期以降に顕著となってくる。
② 天明 ・寛政期における千田家は、仙台藩の国産仕法替に伴 って、「御直為御登五十集海草加入
商入」として活躍 し、安永期にみられた気仙沼商人による中間搾取的な形態を排除し、海産物の
流通過程か ら吸い上げる同家の利潤をさらに増加 させることになった。 しかしその反面で、江戸
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の問屋商人の前貸制下に完全に組み込まれ、彼 らへの従属性をより一層深めていった。
㈲ 文化 ・文政期における千田家は、寛政期を頂点 とし、以後その経営を しだいに縮小 していった
とはいえ、まだ綾里地方では中心的な存在であった。その場合、新たに本吉郡気仙沼の横田屋、
気仙郡大船渡村の新沼屋、猪川村の鈴木屋などの有力な在地商人資本の前貸的支配を受けるとと
』もに、自らもまた、頼母子金融や頼母子担保金融及びその他の金融などによって、零細な生産者
漁民層を前貸 しによって経済的に支配 していた。 このような千田家が、海産物流通の側面から実
質的に後退するのは、廻船を手離 した幕末のことであり、それは特に、綾里村肝入と御判肝入と
を兼帯するようになった弘化2年 以降のことであった。
(4>漁業における商人資本の一っの特色 は、買占資本の段階にとどまり、より進んで生産過程に資
本を固定させることは少なかった。なぜならば、漁業の場合にあっては、たえず大きな危険性が
はらまれていたか らであり、 しかも、そのような危険性が大きく、かつまた、収益のきわめて不
安定であった生産過程に資本を固定 させるよりは、む しろ危険度の少ない流通過程において買占
資本として運用する方が得策であったわけである。その手段として一般的にとられた方法が、い
わゆる商人資本の前貸支配であった。その現象は特に宝暦 。天明期以降に顕著となるが、その方
法について具体的に究明した。
0
第8章(市 場における特定問屋の成立)は 、銚子問屋か ら仙台藩気仙郡綾里村の千田家にあてて
出された書状 と、安永 ・天明期の 「手板帳」という帳簿の主たる分析をとおして、海産物取引市場
における特定問屋の成立過程を、特に、鰯地曳網漁業と干鰯生産地帯をひかえた銚子市場の場合に
おいて明らかにしたものであり、千田家にとって銚子の特定問屋は江戸屋文次郎であった。このよ
うな特定問屋の成立は、同一地域内の問屋間の調整と相互共存の上か らも必然的なものであった。
O
第9章(仙 台藩政後期の経済政策)で は、幕藩制の転換期である18世紀後半の宝暦 ・天明期にお
ける幕府の経済政策を概観 したのち、それと軌を一にするような仙台藩の経済政策として、特に注
目される国産仕法について考察 した。天明元年に布告された仙台藩の国産仕法は、五十集、〆粕、
魚油、海草、葉たばこの5商 品を藩の直接買入れと称 して、買方主立等から資金を出させて買入れ
させ、これを藩の直買い登せ品として江戸や銚子へ移出し、その売却に伴 う利潤を、藩と荷主で4
分6分 に分配するというものである。 この仕法をめぐる研究史 とその問題点を指摘 したのち、寛政
2年に廃止されるまでの経緯にっいて詳細に論 じ、その廃止に至 った原因を次のように結論づけた。
すなわち、商品生産の広汎な展開を背景にして、農民の商入化 と在方商業のより一層の発展がみ
られた18世紀後半に、それ らの発展を阻止 してすすめられた国産仕法そのものが、領内の有力な問
屋商人の資本を利用 し、 しか もこれを統制 しながら藩自らが商品販売に伴 う利潤を収奪 しようとし
た、いわゆる間接的な藩専売であったがために、 自由な商業の発展をめざして成長 してきた在方商
入 と一般の問屋商人をはじめ、得分の拡大を願 う直接生産者などの強い反対があったことは当然で
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ある。国産仕法の廃止された原因の一つは、その辺 に求められるのではないだろうか。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、全九章から構成されている。
第一章の序説は、近世の漁村と海産物流通をめ ぐる諸問題のうち、三陸地方の漁業生産地帯にみ
られる特徴を五つにわけて論 じる。①、十七世紀後半か ら十八世紀にかけて、三陸漁業地帯に自ら
漁業生産を行なうと同時に、流通過程をも独占的に掌握するような商人資本が台頭 して くる。②、
天明期の幕府経済政策の特徴は生産を流通の面で掌握するもので、三陸の漁業は刺激をうけ海産物
生産が飛躍的に発展 した。③、この発展の背景 には、都市商人資本および在地商人資本の生産者漁
民に対する前貸支配の強化があった。④、零細な漁業生産者は相互扶助の頼母子金融を生み出し小
さな掛け金で大 きな資金を調達 し営業資金としていた。⑤、在地商人資本は漁業経営のほか生産資
金の前貸で生産者を支配 し、特に宝暦 ・天明期以降顕著になる、と指摘する。
第二章 三陸漁村の構造では、仙台 ・盛岡両藩の三陸地帯における漁村の村落構造を分析する。
持高別階層構成でみると、半農半漁的漁村から典型的漁村まであるが、いずれにせよ零細持高層か
ら構成 される村落構造で、近世初期か ら中期にかけての数倍の人頭(本百姓)の 急増は生活の基盤
が海にあったからにほかならないと論 じる。第三章 三陸漁村の窮乏と塩業生産は、仙台藩気仙郡
綾里村砂子浜を事例に三陸沿岸の製塩業を取り上げ、沿岸が リアス式海岸 に立地するため原始的な
素水法製塩にならざるをえなかったが、塩木山の伐 り尽 くしにより生産中止にいたる。 この製塩業
の衰退を契機に漁民の小規摸な根付漁業への依存が強 くなりそれがその後の漁業発展の契機 となっ
たと論 じる。
第四章 東北の漁業とその技術的系譜 は、漁業発展の要因の一っは漁網技術にあるとし、仙台藩
の牡鹿半島を中心に発達 した東北系大網漁業(大 謀定置網漁業)が 三陸から松前地方にまで伝播 し
たこと、江戸中期以降藁縄網が麻糸網に変わることなどを明らかにし、東北漁業の技術的系譜を論
じる。第五章 領主権力と商人資本は、三陸漁業地帯で大商人資本に成長 した前川全兵衛家を取 り
上げる。漁業者の同家が那珂湊の白土家と連携 し廻船問屋に進出 し、盛岡藩に多額の御用金を上納
する特権商人 となり、さらに経営拡大のため中央の商人資本 と結 びっ くが、あいっぐ御用金賦課 と
都市商人資本への金融依存が衰退を招いたと同家の衰退を論 じる。第六章 三陸地方の商品生産 と
流通は、仙台藩の漁業地帯における海産物生産 と流通の発展を取 り上げる。延宝期以降本格化する
海産物生産が宝暦 ・天明期に幕府田沼政権の経済政策 との関連でより一層進展する。進出してきた
都市商人資本とそれに従属する在地商人資本の生産者に対する前貸支配が進むが、頼母子担保金融
を営業資金 とし生産者と利害をともにする小商人が形成 されてくると生産地の変化に注目する。第
七章 海産物流通と商人資本は、仙台藩気仙郡綾里村の千田家の漁業生産 と海産物流通の在 り方を
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考察する。同家の海産物販売 ははじめ気仙沼商人を介 したが、寛政期以降都市商人資本 と結び手船
を用いて海産物の江戸登せに活躍する。仙台藩の国産仕法替に伴い気仙沼商人から独立するが反面
江戸問屋の前貸 し支配に従属 し、やがて化政期以降同家は経営を縮小 し在地商人として存続する。
以上の究明を通 じて、商人資本は常に漁業の生産の危険性をざけなが ら流通過程の買い占め資本 に
とどまったと論 じる。第八章 市場における特定問屋の成立 は、千田家文書を通 じて海産物取引市
場に登場 して くる銚子の特定問屋(生 産地 ごとの商品を扱 う問屋)の 役割について検討する。第九
章 仙台藩政後期の経済政策 は、宝暦 ・天明期の幕府経済政策と軌を一にする仙台藩の国産仕法に
っいて考察 し、 この政策 は、一八世紀後半 に広汎に展開 して くる商人生産に対 し藩が有力な問屋商
人を利用 して専売制を実施するもので、在地商人や生産者の反対にあ うことになったと論 じる。
以上、本論文は三陸地方の漁村、海産物流通、在地商人資本の漁業経営および海産物の集荷と販
売にっいての実証的な研究である。研究史の整理、それに基づ くこあ地方の漁業史の特質にっいて
の究明にやや不足を感 じるが、論者長年の研鎖を集大成 した本論文の研究成果は高 く評価される。
とくに、漁村地帯の膨大な現地史料を調査研究 し、漁業経営、海産物流通の実態を解明 した成果は
斯学の発展に大 きく寄与するものである。1
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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